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静岡県伊豆市

市民（いのち）を守るまちづくり

推進事業
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伊豆半島と災害

伊豆半島の成り立ち

（一社）美しい伊豆創造センター 提供

今から約2000万年前、伊豆半島は本州から数百km南、

現在の硫黄島付近の緯度にありました。伊豆半島が乗って
いる「フィリピン海プレート」は海底火山や火山島とともに

北に移動し100万年ほど前に本州に衝突します。

プレートの動きは現在も伊豆半島の大地を本州に押し
込み続けており、地殻変動によりさまざまな地形を作ってい
ます。

こうした地質学的特異性が、多くの美しい景観や温泉を
有する現在の伊豆半島を形成しています。
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伊豆半島と災害

南海トラフ巨大地震発生

✓ 発生確率８０％

✓ 被災地域が広域、伊豆半島は孤立

✓ 大都市の甚大な被害

伊豆半島で暮らす私たちの覚悟

✓ 自分たちの力で生き延びる

✓ 観光のお客様も考えた対策

▶自助・共助意識の向上

▶ハード面の整備

支援が届くまで時間がかかる

南海トラフ巨大地震の震度分布
（強震動生成域を陸側寄りに設
定した場合）「南海トラフ巨大
地震の被害想定（第二次報
告）」（中央防災会議, 2013）
出典：気象庁ホームページ
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「災害死者ゼロ」を目指す防災

✓ 観光客のいのちを守る津波避難複合施設（全国初）

「テラッセ オレンジ トイ」の管理・運営
令和６年７月オープン

✓ 防災機能を兼ね備えた公園の整備
令和７年度一部供用開始、令和８年度完成予定

✓ 廃校した小学校を災害時の拠点として整備

防災拠点の整備避難対策の推進

✓ 「わたしの避難計画」作成支援事業
今後起こりうる大規模災害に備えて、一人ひとりが

「いつ」「どこ」に避難すべきかをあらかじめ計画

✓ 要支援者災害時避難事業
要支援者の個別避難計画を策定するとともに、避難所

への要支援者用備品の整備を実施

✓ ふじのくに防災士養成事業補助金
地域の防災リーダーの育成支援
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ひなた公園（令和７年度一部供用開始、令和８年度完成予定）

令和７年４月開校
新中学校

✓ 平時には憩いの場、災害時には避難の場

✓ 津波被災地域の住民の仮設住宅の建設

✓ 避難者用の備蓄倉庫、非常用トイレを確保

✓ 災害対策拠点となる危機管理センターを併設

✓ 面積は市内最大の約５．２ヘクタール

「災害死者ゼロ」を目指す防災
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伊豆市だからできる！

生粋のいずっこ 陸上自衛隊勤務 連隊長 伊豆市長へ 次の世代へ

出身

静岡県田方郡中狩野村

（現伊豆市）

市 長 菊地 豊

防衛大学校卒業

陸上自衛隊入隊

国連モザンビーク
平和維持活動

ドイツ連邦軍指揮大学校

在ドイツ日本国大使館
防衛駐在官

第５普通科連隊長
▶東日本大震災の7年前に
巨大地震の発生確率の報道
を目にする

内閣官房内閣衛星情報
センター主任分析官

2008年４月

50歳で初当選

▶内戦で疲弊したモザン
ビークでの経験や、
5連隊が歴史として持つ八
甲田山の悲劇が「市民を守
る」責任感に繋がっている

【広域防災について】

▶観光繁忙期（夏休
み）に、地震と台風が
同時に起こることを考
えた防災

▶伊豆市のノウハウを
全国のモデルへ

モザンビークPKO現地の子供たちと 八甲田山に入る第５普通科連隊長 折木陸幕長（のちの統合幕僚長）と
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伊豆市が伊豆半島を守る！

伊豆半島にお取引先が

ある

伊豆半島に営業拠点が

ある
従業員のいのちは伊豆市が守ります

お取引先のいのちは伊豆市が守ります

伊豆半島を社会実証の場としてご支援ください

その結果はきっと日本の災害対策に役立ちます

伊豆半島にまだご縁がない



総合政策部 企画財政課 深澤・沖出
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静岡県伊豆市へのご支援
よろしくお願いいたします


